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１． 目的 

大気汚染物質についてリスク評価を行う場合，リス

ク評価期間内に発生が予想される様々な曝露イベント

を少数のシナリオに集約することで，曝露濃度の計算

量を削減することができる．筆者 1)らは，シナリオは気

象シナリオと発生源シナリオに分離できると考えて，

一日単位の気象シナリオとして気象シナリオ日を提案

している．前報 2）ではその有効性を示したが，汚染源

の発生形態について考慮しなかったことを踏まえ，こ

こでは特定の発生条件下で気象シナリオ日を用いた長

期平均濃度予測の有効性について検討する．東京電力

福島第一原子力発電所の地点から瞬間的に放出された

物質のリスク評価期間の平均濃度を計算する． 

 

２．方法 

平均濃度算出は，気象シナリオ日の選出，各気象シ

ナリオ日の汚染物質の移流拡散計算，重み付平均の三

つのステップにより行う．ここで，瞬間的に放出され

た物質は気流の移流拡散によってのみ移動するものと

し，沈降や沈着などは考慮しない． 

気象シナリオ日の決定方法は，参考文献 1と同様で

ある．ここでは，季節別の気象シナリオ日を選出する．

2009 年アメダス浪江の風向，風速データを用いて，表

-1に示したパターンを作成した．地上風況は地衡風と

日積算全天日射量により決定されると考えて，同表の

パターンを目的変数，地衡風と日積算全天日射量を説

明変数とする判別分析を行った．各パターンの説明変

数の重心に最も近い日を気象シナリオ日とした．風向，

風速について，リスク評価期間全体の相対頻度分布と

気象シナリオ日の相対頻度分布と比較することにより，

気象シナリオ日の有効性を検討した． 

物質の移流拡散計算には，各気象シナリオ日の気象庁

数値予報 GPV-MSM データと次式に示すパフモデルを用

いた． 

表-1 パターン分類 
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ここに，C(x,y,z,t)：時刻 tにおける地点(x,y,z)の濃

度，Q：排出強度(ここでは 1とする)，xp,yp,zp：パフ

の中心位置，σx，σy，σz：パフの拡散幅である．xp,yp,zp

は，パフ中心の GPV データの風速値を時間積分するこ

とにより求める．パフの拡散幅は，パスキル・ギフォ

ートの大気安定度分類から求めた係数から算出した．

ただし，日射量はアメダス福島のデータを用いた． 

各気象シナリオ日の様々な時間から物質が放出される

ことを想定して，3時間ずつ気流場の位相をずらして物

質を発生させた．パフ位置の計算時間間隔は 1/12 時間

とした．物質発生源を中心とした 400km 四方を評価対

象地域とした．その中で 2km×2km の格子点の地上 1m

の濃度を算出した．各気象シナリオ日の格子点上の濃

度を発生確率で重み付平均することにより，各季節の

平均濃度を求めた． 

キーワード 大気環境，リスク評価，曝露濃度計算 

連絡先 〒565-0871 大阪府吹田市山田丘 2-1 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻 TEL06-6877-5111

パターン 春 夏・秋 冬 

A 昼 2～6 2～7 1～7 

海陸風交替 夜 10～16,1 10～16，1 10～16 

N 昼 16，1 16，1 15～16 

北風連吹 夜 ― ― ― 

E 昼 2～6 2～7 1～7 

東風連吹 夜 2～9 2～9 1～9 

S 昼 7～9 8～9 8～9 

南風連吹 夜 ― ― ― 

W 昼 10～15 10～15 10～14 

西風連吹 夜 ― ― ― 

注：表中の数字は 16 風向で表した風向 
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